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１．第２回審議会概要
第２回審議会の内容

長期総合計画の概要
市民アンケート及び
企業アンケート結果
人口と産業の動向

前期基本計画
の総括

将来人口推計
後期基本計画
の方向性

後期基本計画原案
各指標の設定

前期基本計画の総括 後期基本計画策定に向けた審議

後期基本計画
素案修正案審議

市外居住者Web
アンケート
後期基本計画

素案審議

令和7年度 令和8年度

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回
（１２月） （３月） （5月） （７月） （8月）



2

第２回審議会概要

日 時：令和８年３月１９日（木）
１８時３０分～２１時００分

場 所：塩竈市魚市場 中央棟2階 大会議室
出席者：審議会委員14名（欠席4名）
内 容：

〇前期基本計画の総括
第6次長期総合計画（基本構想・前期基本計画）の総括

〇将来人口推計
将来人口推計の再計算と人口減少対策の方向性

〇後期基本計画策定に向けた分野ごとの視点
前期基本計画の総括と市民へのアンケート調査結果を踏まえた章ごとの
後期基本計画策定に向けた分野ごとの視点
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分野１（子ども）
〇子育て・子どもの遊び場
・屋内遊び場に対する需要拡大により市内への整備
・商業施設の空きスペース活用、公園や室内遊具空間の充実による選ばれるまちづくり
・他自治体の屋内施設を参考にした事例紹介
・物価高が子育て分野に与える影響と対策について後期基本計画への記載
〇学校・教育
・学校再編や施設維持費用のバランスとともに、小中学校の生徒数減少
・学校再編後の跡地について子育てや地域活動に活用できる方法の検討
〇子育て環境・教育
・若い世代による魚の美味しさ、手頃な住居条件や徒歩圏内の学校等、市の良い評価
・魚の質の高さを学校教育に活かした子育て世代への栄養学や食育を導入した魅力発信
・学校給食など地域の資源を最大限活用した地域性を伝える取り組みの検討
・子育ての不安要因として、掛かる費用の不透明さがあるため、子育て費用の周知が必要

２．審議会からの意見
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分野３（生活）
〇定住人口と土地価格
・地価が周辺地域に比べ低いことを税負担軽減のメリットとした新たな魅力発信とさらなる
定住者の呼び込み

〇インフラ整備と空き家問題整理
・良質な空き家の活用障害となっている市内の狭隘道路の改善の検討
〇ごみ処理広域連携の評価
・単独処理よりもコスト面で有効な手法としての評価
〇都市開発・再構築
・地方主要都市の再開発活発化の事例
・訪問者が良い印象を持つような駅前や中心部の景観改善の必要性
〇観光と地域活性化
・ミシュラン掲載店の割合等、県内で最も高い事実を活かし、観光協会を通じた市の魅力

PR強化と単発イベントに留まらない宣伝活動
〇高齢化への対策
・防災における公民館や避難所など拠点を日頃より活用したつながり強化の重要性

分野２（福祉）
〇高齢者・医療・介護
・介護分野の強化が必要な地域における医療と介護の連携強化の重要性
・市立病院は老朽化が進んでおり、延命化等の検討
・生涯現役を掲げる他自治体の事例を参考に、切り口の幅を広げた具体性ある目標設定
〇貧困対策
・子どもだけでなく、大人や障害者への支援を目的とした施策強化
・子ども食堂の拡張や多世代支援活動を含む取り組みの要望
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分野５（交流）
〇ふるさと納税
・各年度のふるさと納税実績に触れ、状況を広くアピールする必要性
〇観光・地域活性化
・双宮守りのような事例を活用した鹽竈神社を含む地域観光連携の活性化と訪問の誘発
・ペット人気に注目した県外訪問者を見込んだ地域活性化を図る観光施設とその効果
・観光客層が団体旅行から若年層増加による個人旅行へシフトしている現状
・神社周辺の整備や魅力強化の必要性
・他自治体での成功事例を参考にした市内イベントの期間延長などの検討
・市内人気店との市内観光促進の仕組みづくりや北浜緑地公園での通年イベントの開催
・既存事業「月灯りと花灯り」を活用した交流人口増加の取り組みによる経済の活性化

分野６（文化）
〇包括連携協定
・プロスポーツ団体との包括連携を活用した学校教育や地域事業などへ寄与

分野４（産業）
〇海とみなとを活かした活力づくり
・新規創業支援とした支援の強化と具体的なアプローチの方法の検討
・マリンゲート塩釜のブランド価値向上とプロモーションの推進
〇水産業
・「三陸塩竈ひがしもの」の出荷量は限られており、市場がマグロに依存した状況の脱却に
向けた議論の必要性
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分野７（協働）
〇町内会
・町内会の小規模化・高齢化により活動が停滞していることから、若い世代の参加促進や
相談窓口設置を提案

・町内会の再定義が必要で、震災時の役割や高齢化時代に対応した仕組み作りの必要性
・「楽しい町内会」運営を推進し、親世代が住んでいた地域へ戻ってくる流れを促進
・古民家改装を行ったコミュニティの事例紹介とともに、自然と人が集まる場所の重要性の
再認識と若い世代主導による魅力的なコミュニティ形成を期待

〇高齢者の社会参画
・高齢者の多様な活動が収入につながる仕組み等の構築と積極的な社会参画を促進
・地域活動を通じた社会に活力を生む仕組みの検討と若い世代との相互作用の構築

分野８（浦戸諸島）
〇地域産業
・地域産業（牡蠣・海苔）の高齢化による担い手不足
・地域おこし協力隊員の卒隊後の住居問題
・浦戸地区の医療格差解消のため、遠隔診療やオンライン診療の導入
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